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ノレァデ ニ ン 処 理 に tS，

「
z き秀導さ n る 2

　　　　　　　　　　　 種 の ク ロ ロ フ ィ ル含威猩進効果 ‘i’分離

　　　　　　　　　　　 出井　満　（京尺 ・狸 ・
植 物 生態研 ）

　　黄4ヒ、 キウリ子三葉を暗所 z
・・
ペ ン ソ ノレア デ ニ ン （BA）前処理 する と 、連続 照明下 に

お L7 る 7 ロ V フ h ル （（姐 ）冶 成が 促 進 さ 札 うか
’
、 こ の 豫 、 釧 前処 理 は Ch！心 截の

誘軸 の 消失 及 祝 定常的念 成速度 9増趣 弓丿き お la こ と力報 告 ざ れ マ ・ る（Fl・t・A・h
誘 訊 i973 　．）。 ケ回 、／（記 9 ユ ワ の 方法 に よ り先れ らユ種 り 効果 遠分離する ぐ と ic

淑功 し 脈 の
一
e
・ek一告 す る。

　　暗薪 3a 間発芽 さ tk 葺生 え よ り切 蘇 した 子SC　92 タ k 間暗薪で塞 ヌ σ 朗 嬲

爽 k イ ン ￥ 。 ベ ー F 脈 紘 白 色光連統具鯛 称 お き 注 と し
’
z 砂 畸間搬 （誘導

期 中）或 し・ 略 6畸間獲 （定露冶 成期 中）の （卸 畜藾量 をに屋 とた．

方｝缸 噸 時間 BA 処理 ） 切 稼 繰 壼暗敢 蟐 時間 ・κ回 ン キ ュ ベ
1
斗 娠 ao

　間 つ様 e7な時聞帯 K 一度 ぼ し∫子Sk　93 分間 β4 潟 爽 に 犯 め る，処 理 緩 、 予燦 9k

　で
・
よ くう先 L ）再 び フにに イ ン キ ュ ペ

ー
ト L な。 6崎間飜 照日月後．の ChL 磊積 量 Z

’｝
み る

　 と 、 1び
6

〜 5・1δ
6MBA

処 理 で
’
　 15、連続照明開始 3 時間前 t ／4 碕間前κ 処哩 した

　場含 匙 亀れ それ極メくと する 2 っ り 促進効 果が み 5れ 、 ／・s’時 間連続 照明緩 の （M（

　篇瀬量 琢 3 時聞前荊処理 の 場倉 が 種 ノ（ご
・
あ フ た。従 戎 瑚 短 崎間処理 穣 、比 較

的襯 1注 と ほ 講導期 除勧 効 果が
1

あ 勤 ん 観 が
・
軅 す る と と毛 1・ 麟 合

鎚 度 蠣 熔 幽 効知 叡 欄 現 わ れ 、略間経 諏 と 欲 後 海 痴 匂 髭

　 破 考衿 れ る。 ＊kBA 処 理 の か の り に ・1喋 理 ぎ圃凍 の 操櫃 噺 ・
ら た と z4 、

　3 時間前前晃 理の 飾 合 も極 瓦 と す る促 進 効果が わ ず か 参がラ み られ 次 が ・ こ れ 　iJ

　恐 弘 礫 ・桐 4 る機械白悧 激 ・・ よ 磊 の と椎 定さ れ る．

力法 正 （長 時間連統 BA 処 理 　　切 除孑袈 E まず フκK ／， ン キ ュ ペ ー F し 、晴所 妙

　時間 イヲキ ュ ベ ーソ ヨ ソ期 間中、様 々 な時闘輸寄 葉 k ・κが シ げ 傷 B醜 爽 に 移

　 L連緯 照 明開始 に 先立っ βA 前処 理 期間 を変之衣。 この 場冶 BA 前処理 期間 s 歪

　輔 ま艇 爻 す6r ． つ れ 磁 導期除凝 イ物 う 0ろ佑 軅 進効 2 ／・“・　fig　St．し・ 更に

　 BA 餉処 麟 躙 k14 畸蹴 で
・
疎 す る・t・ つ れ z ｝ と し z 麟 合 樋 嫉 の鯑 な

　増知 嚠 き起 こ さ れ 瓦 従 ， Z 連統 瑚 処理 の 場伽 ・ ，硬 理齢 蹶 比軸 勺短 時間

　の うち磁 尊奠鱸 去 餌 魁 35 効果 が誘紫 れ 読 佃 癩 ¢ ず 爾 統 し 、XV
　処理期間の延長 と と 宅 に 廴に 也常冶成速度増た の効果ヵ吻 の ろ t の し 秀 しられ る・

　 春k 、理 由 ば 不明 で あるが 齟 前 健 理期 間が i4 畸 間 以 虹 に 延長 ざ ん る と tt に

　 ひ 1倉 滅促L進麦力某 ぱ 顕彊 に 砥 下 した。

　　以 k の よ うに 2 つ の 秀法 R よ ）

’
（ β 月 lz よ る 2 種 の 0凧 后成促進効果び 分離 さ

乳 るが x2 っ り オヲ去R よ る促進勧黒の あ うわ れ 方 9 比 転 すう と、　 BAl よ 短 睛間荊処

哩 の隙 処 理棚 藪 的短綱 傷1 ・、 z 吻 初 晴 砧 托 酬 舗 ・調 し z 瓶

t ・16seb
　
t　L−　 Z5

’

F　as　L マ い る よう Z“

あ る。
駄 課 麟 間 囲 処理 と r・d　pv」se 　R 　pt揃

照 射処 理 、長爵 間連続 BA 処 理 と 飜 ！ar ，　ve　d 荊照射処 理 と 藤 急れ ぞ れ C紋 合戌促，

進．効 果 の あ ら ・われ カ の ，梯 弌が 非常 K よ く ・似、て お ツ、光 と ザ イ F カ イ ニ ン が ごhC冷 成

促 進 に お L ・　
’
（留楮な 関t＄ Et ， て い 9 司能 憧 X示 峻 L て い る 。
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